
まずは、診断 しましょう。

一般診断の費用は、　 5,500円
図面がない場合は、  19,000円

問 熊本県建築住宅センター
　　 096－385－0771

問 

都
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整
備
課　
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女
児
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

塀
は
、
建
築
基
準
法
で
定
め
る
控
え

壁
な
ど
の
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

昭
和
56
年
以
前
の
旧
耐
震
基
準
で

建
て
ら
れ
た
建
物
や
熊
本
地
震
で
被

害
を
受
け
た
建
物
の
全
て
が
危
険
だ

と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に

は
、
今
の
う
ち
に
で
き
る
限
り
、
耐

震
化
に
努
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
今
で
き
る
備
え
を
し
て
お
く
こ

と
は
、
建
物
の
倒
壊
な
ど
か
ら
命
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

み
ん
な
で
耐
震
化
を
始
め
ま
せ
ん

か
。

耐
震
化
は
家
族
の
安
心
に

家
族
と
の
心
安
ま
る
空
間
を
守
る
た
め
に
、
わ
が
家
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

不
安
が
あ
れ
ば
、
迷
わ
ず
相
談
。
建
て
替
え
な
ど
に
は
補
助
金
も
あ
り
ま
す
。

宅地 のり面・擁壁

まずは、
お問い合わせ
ください。

大地震の
ときに…

ハザードマップの
液状化危険区域

家が傾いた

陥没した

罹
災
証
明
と
耐
震
診
断

　

罹
災
証
明
は
、
被
災
し
た
住
宅
の

傾
斜
、
屋
根
や
外
壁
、
基
礎
の
損
傷

状
況
な
ど
を
調
査
し
、
ど
の
く
ら
い

の
被
害
を
受
け
た
か
を
判
定
す
る
も

の
。
結
果
が
一
部
損
壊
で
も
、
次
に

地
震
が
発
生
し
た
と
き
に
、
耐
え
う

る
強
度
が
あ
る
と
保
証
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
耐
震
診
断
は
、
既
存
の
建

築
物
の
構
造
的
な
強
度
を
調
べ
、
地

震
に
対
す
る
安
全
性
や
受
け
る
被
害

の
程
度
を
判
断
す
る
も
の
。
大
切
な

こ
と
は
、
状
況
を
把
握
し
、
対
処
し

て
お
く
こ
と
で
す
。

最
小
限
の
被
害
に

　

平
成
30
年
に
大
阪
府
北
部
で
発
生

し
た
地
震
で
は
、
高
槻
市
の
小
学
校

で
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
れ
、
通
学
中
の

上田さん　 　　 川上さん

倒壊する可能性が高い

危険
評点 0.7未満

倒壊する可能性がある

やや危険
評点 0.7以上1.0未満

一応倒壊しない

安全
評点 1.0以上

危険

やや危険

安全

耐震診断の結果

建 

物

建て替えたい

建て替え工事

現在の耐震基準に沿って、
安心な住宅を建てる

今ある建物の基礎や柱を
補強し、耐震性を上げる

住宅内に頑丈で安全な
「部屋」を確保する

耐震改修工事 耐震シェルター工事

住み続けたい 命だけは守りたい

住まいの耐震化を検討しましょう。

評点を1.0以上（　　　安全）にするために、

建て替え設計工事一括補助

最大100万円の補助

耐震改修設計工事一括補助

最大100万円の補助

耐震シェルター工事補助

最大20万円の補助

被災宅地復旧支援補助

最大633万3,000円

　　　　　　　　　　　の補助

（工事費－50万円）×

被災宅地復旧支援補助

最大633万3,000円

の補助

（工事費－50万円）×

被災宅地復旧支援補助には、要件があります。
まずはご連絡ください。

申請期限

令和２年３月31日 ㊋

期限までに提出できない場合には、事前申込書の提出が必要です。

2
3

2
3

熊本地震で

宅地 や のり面、擁壁 に、

被害 を受けた。

問 都市整備課　　32－1694
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